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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第76期

第２四半期
連結累計期間

第77期
第２四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 3,909,637 4,229,207 8,662,048

経常利益 (千円) 168,083 168,155 374,796

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(千円) 92,881 112,227 29,229

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 61,912 132,966 179,252

純資産額 (千円) 5,198,297 5,359,794 5,278,838

総資産額 (千円) 9,851,338 10,221,066 10,464,844

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 10.78 13.03 3.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 51.6 51.2 49.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 393,922 297,698 285,007

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △489,521 △59,461 △684,131

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 145,353 △196,751 199,947

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,049,874 869,062 826,336
 

 

回次
第76期

第２四半期
連結会計期間

第77期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 8.30 9.40
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成27年４月1日～平成27年９月30日）におけるわが国経済は、政府の経済政策や日

銀の金融緩和策継続等の効果により、企業収益や雇用・所得環境の改善が続くなど、緩やかな回復傾向が続きまし

た。その一方で、世界経済については、中国経済の成長力鈍化をはじめとする新興国経済成長への懸念が広がり、

本格的な景気回復への兆しは不透明な部分も残る状況となっております。

生産設備支援業種としての当電気機器業界におきましては、企業収益の回復にともない設備投資は、製造業にお

ける設備過剰感が依然として残るものの、総じて持ち直しの動きがみられ、受注環境は回復の兆しが見られる状況

となりました。

このような状況のもと、当社グループは、国内成長市場への新規・深耕開拓、環境モニタリングシステムなどの

新規事業分野への展開、在外子会社との業務連携による海外市場での拡販、また、市場開拓部門による新技術開発

など、事業基盤の強化と拡大に努めてまいりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、特にエンジニアリング部門の売上が伸長したこと

により、売上高は増収となりました。利益面では、固定資産除却損（特別損失）が減少したことなどにより、増益

となりました。売上高は4,229百万円（前年同四半期比8.2％増）、営業利益は、売上原価の増加などにより98百万

円(前年同四半期比23.4％減)、経常利益は、助成金収入の増加などにより168百万円(前年同四半期比0.0％増)、親

会社株主に帰属する四半期純利益は、法人税等合計54百万円を計上したことなどにより、112百万円(前年同四半期

比20.8％増)となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間の中国人民元およびタイバーツの為替レートはそれぞれ、19.73円および3.62円

と、前年同四半期に比べ中国人民元は3.40円安、タイバーツは0.50円安で推移いたしました。

各セグメントごとの業績は以下の通りであります。

① 国内制御装置関連事業

エンジニアリング部門につきましては、搬送制御分野、印刷制御分野ならびに配電盤分野が増加したことなど

により、当部門の売上高は1,334百万円（前年同四半期比18.7%増）となりました。

機器部門につきましては、センサ分野、空間光伝送装置分野ならびに表示器分野（電力調整器）が増加したこ

となどにより、当部門の売上高は1,229百万円（前年同四半期比7.0%増）となりました。

変圧器部門につきましては、受配電盤関連の需要が昨年度末の駆け込み需要の反動を受け減少したことなどに

より、当部門の売上高は956百万円（前年同四半期比8.4%減）となりました。

以上の結果、国内制御装置関連事業の売上高は3,520百万円（前年同四半期比6.1%増）となり、セグメント利益

は166百万円（前年同四半期比17.6%増）となりました。
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②　海外制御装置関連事業

海外制御装置関連事業につきましては、アジア市場を中心とした海外エレベータセンサ需要の増加や、為替影

響などにより、当事業の売上高は411百万円（前年同四半期比40.6%増）となり、セグメント損失は、円建取引に

よる為替リスク負担などにより27百万円(前年同四半期はセグメント利益0百万円)となりました。

③　樹脂関連事業

樹脂関連事業につきましては、自社製品の需要が増加した一方、自動車関連部品材料の需要が減少したことな

どにより、当事業の売上高は297百万円（前年同四半期比1.0%減）となり、セグメント利益は、販売費及び一般管

理費が増加したことなどにより10百万円(前年同四半期比58.1%減)となりました。

　(2) 財政状態の分析

① 資産の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ243百万円減少し、10,221百万円となりまし

た。

流動資産は、216百万円減少の6,437百万円となりました。これは主に、たな卸資産が37百万円増加したものの、

受取手形及び売掛金が251百万円減少したことなどによるものであります。

固定資産は、27百万円減少の3,783百万円となりました。これは主に、有形固定資産が44百万円減少したことなど

によるものであります。

② 負債の分析

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ324百万円減少し、4,861百万円となりました。

流動負債は、114百万円減少の3,284百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の減少67百万円およ

びその他に含まれる未払金の減少94百万円などによるものであります。

固定負債は、210百万円減少の1,576百万円となりました。これは主に、長期借入金が220百万円減少したことなど

によるものであります。

③ 純資産の分析

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ80百万円増加し、5,359百万円となりました。

これは主に、為替換算調整勘定の増加11百万円および利益剰余金の増加60百万円などによるものであります。

 

　(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、869百万円となり前連結

会計年度末に比べ42百万円増加（5.2％増）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は297百万円（前年同四半期比24.4％減）となりました。

これは主に、売上債権の減少258百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は59百万円（前年同四半期は489百万円の使用）となりました。

これは主に、定期預金の減少（純額）57百万円による資金の増加があったものの、有形固定資産の取得による支

出110百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は196百万円（前年同四半期は145百万円の獲得）となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出146百万円、配当金の支払額51百万円などによるものであります。
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　(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

　(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は78百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 9,388,950 同左
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数 1,000株

計 9,388,950 同左 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　   該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　   該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　   該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年７月１日～　
平成27年９月30日

― 9,388,950 ― 1,037,085 ― 857,265
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(6) 【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社城西 愛知県名古屋市西区城西2-16-6 855 9.10

東洋電機従業員持株会 愛知県春日井市味美町2-156 624 6.65

東洋電機取引先持株会 愛知県春日井市味美町2-156 555 5.91

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲2-10-17 465 4.95

株式会社百五銀行 三重県津市岩田21-27 428 4.55

松尾隆徳 愛知県名古屋市西区 364 3.87

松尾昇光 愛知県名古屋市西区 308 3.28

トーヨーテクノ株式会社 愛知県春日井市美濃町2-230 289 3.08

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町1-13-1 250 2.66

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内1-6-6 250 2.66

計 ― 4,389 46.75
 

(注) 上記のほか当社所有の自己株式777千株（8.28％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
 普通株式  777,000   

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式 8,575,000 8,575 ―

単元未満株式  普通株式   36,950 ― ―

発行済株式総数          9,388,950 ― ―

総株主の議決権 ― 8,575 ―
 

 

② 【自己株式等】

  平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
　東洋電機株式会社

愛知県春日井市味美町2-156 777,000 ― 777,000 8.28

計 ― 777,000 ― 777,000 8.28
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,628,274 1,614,506

  受取手形及び売掛金 3,752,239 3,501,161

  商品及び製品 255,953 223,198

  仕掛品 542,606 617,635

  原材料及び貯蔵品 326,884 322,012

  繰延税金資産 99,090 94,619

  その他 49,448 65,175

  貸倒引当金 △407 △381

  流動資産合計 6,654,091 6,437,927

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,082,512 1,045,235

   土地 1,214,520 1,213,941

   建設仮勘定 16,980 －

   その他（純額） 370,458 380,780

   有形固定資産合計 2,684,471 2,639,956

  無形固定資産   

   土地使用権 244,927 247,863

   その他 37,180 35,875

   無形固定資産合計 282,108 283,738

  投資その他の資産   

   投資有価証券 405,080 413,823

   繰延税金資産 232,724 234,325

   その他 211,207 216,241

   貸倒引当金 △4,839 △4,947

   投資その他の資産合計 844,172 859,443

  固定資産合計 3,810,752 3,783,138

 資産合計 10,464,844 10,221,066
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,301,714 1,234,299

  短期借入金 1,398,791 1,485,348

  未払法人税等 72,937 60,782

  賞与引当金 193,188 173,934

  製品補償引当金 15,000 15,000

  その他 416,984 315,150

  流動負債合計 3,398,616 3,284,515

 固定負債   

  長期借入金 662,464 442,142

  長期未払金 78,145 78,737

  繰延税金負債 4,962 4,962

  役員退職慰労引当金 193,262 199,409

  厚生年金基金解散損失引当金 227,088 227,088

  退職給付に係る負債 511,129 520,643

  その他 110,336 103,774

  固定負債合計 1,787,389 1,576,756

 負債合計 5,186,005 4,861,271

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,037,085 1,037,085

  資本剰余金 857,405 857,405

  利益剰余金 3,135,952 3,196,503

  自己株式 △177,790 △178,124

  株主資本合計 4,852,652 4,912,869

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 95,127 101,366

  為替換算調整勘定 205,392 216,781

  その他の包括利益累計額合計 300,520 318,147

 非支配株主持分 125,665 128,777

 純資産合計 5,278,838 5,359,794

負債純資産合計 10,464,844 10,221,066
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 3,909,637 4,229,207

売上原価 2,763,216 3,026,792

売上総利益 1,146,420 1,202,415

販売費及び一般管理費   

 運賃及び荷造費 60,946 59,629

 給料手当及び賞与 292,934 318,207

 賞与引当金繰入額 66,340 67,740

 退職給付費用 21,587 19,309

 役員退職慰労引当金繰入額 11,627 7,925

 福利厚生費 92,986 112,900

 旅費及び交通費 40,531 48,381

 減価償却費 28,515 35,165

 賃借料 27,672 28,130

 技術研究費 58,540 78,813

 その他 315,512 327,253

 販売費及び一般管理費合計 1,017,194 1,103,457

営業利益 129,226 98,957

営業外収益   

 受取利息 2,058 2,287

 受取配当金 10,557 12,378

 受取賃貸料 10,481 12,373

 助成金収入 23,481 51,205

 雑収入 13,862 14,858

 営業外収益合計 60,441 93,103

営業外費用   

 支払利息 12,835 12,102

 不動産賃貸原価 7,582 7,594

 雑損失 1,166 4,208

 営業外費用合計 21,584 23,905

経常利益 168,083 168,155

特別利益   

 固定資産売却益 19 2,659

 特別利益合計 19 2,659

特別損失   

 固定資産除却損 30,103 7

 ゴルフ会員権評価損 － 4,470

 特別損失合計 30,103 4,477

税金等調整前四半期純利益 138,000 166,337

法人税、住民税及び事業税 15,854 54,080

法人税等調整額 26,298 △79

法人税等合計 42,153 54,000

四半期純利益 95,846 112,337

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,965 110

親会社株主に帰属する四半期純利益 92,881 112,227
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 95,846 112,337

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 8,766 6,239

 為替換算調整勘定 △42,700 14,389

 その他の包括利益合計 △33,934 20,628

四半期包括利益 61,912 132,966

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 65,339 129,854

 非支配株主に係る四半期包括利益 △3,427 3,111
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 138,000 166,337

 減価償却費 93,281 115,923

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △695 82

 賞与引当金の増減額（△は減少） △40,773 △19,254

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,343 6,146

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,775 9,513

 受取利息及び受取配当金 △12,616 △14,665

 支払利息 12,835 12,102

 ゴルフ会員権評価損 － 4,470

 売上債権の増減額（△は増加） 570,036 258,801

 たな卸資産の増減額（△は増加） △246,893 △31,474

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △4,798 △10,305

 仕入債務の増減額（△は減少） 7,769 △70,397

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 11,778 △55,101

 その他 9,958 △5,358

 小計 537,316 366,820

 利息及び配当金の受取額 12,692 14,900

 利息の支払額 △10,006 △12,240

 法人税等の支払額 △146,079 △71,782

 営業活動によるキャッシュ・フロー 393,922 297,698

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △96,599 △77,798

 定期預金の払戻による収入 95,060 134,845

 投資有価証券の取得による支出 △301 △6,944

 有形固定資産の取得による支出 △463,945 △110,597

 有形固定資産の売却による収入 280 5,798

 無形固定資産の取得による支出 △4,867 △4,941

 その他 △19,147 177

 投資活動によるキャッシュ・フロー △489,521 △59,461

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △184,680 10,540

 長期借入れによる収入 600,000 －

 長期借入金の返済による支出 △229,219 △146,225

 配当金の支払額 △34,328 △51,678

 非支配株主への配当金の支払額 － △2,348

 その他 △6,418 △7,039

 財務活動によるキャッシュ・フロー 145,353 △196,751

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,746 1,240

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 42,008 42,725

現金及び現金同等物の期首残高 1,007,866 826,336

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,049,874 ※  869,062
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

○ 受取手形割引高

 

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

受取手形割引高 －千円 10,145千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の通り

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 1,834,767千円 1,614,506千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △784,892 〃 △745,444 〃

現金及び現金同等物 1,049,874千円 869,062千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 34,452 4 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月７日
取締役会

普通株式 34,450 4 平成26年９月30日 平成26年12月２日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 51,676 6 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月５日
取締役会

普通株式 51,669 6 平成27年９月30日 平成27年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

国内制御装
置　　関連事

業

海外制御装置
関連事業

樹
脂　　　　　
関連事業

売上高       

  外部顧客への売上高 3,317,137 292,457 300,042 3,909,637 － 3,909,637

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

219,456 318,819 － 538,275 △538,275 －

計 3,536,593 611,277 300,042 4,447,913 △538,275 3,909,637

セグメント利益 141,820 575 26,088 168,484 △400 168,083
 

（注）１ セグメント利益の調整額△400千円は、セグメント間の取引消去金額であります。

　　　２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

国内制御装
置　　関連事

業

海外制御装置
関連事業

樹
脂　　　　　
関連事業

売上高       

  外部顧客への売上高 3,520,929 411,129 297,148 4,229,207 － 4,229,207

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

165,174 469,301 － 634,475 △634,475 -

計 3,686,103 880,430 297,148 4,863,683 △634,475 4,229,207

セグメント利益又は損
失（△）

166,814 △27,984 10,942 149,772 18,383 168,155
 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額18,383千円は、セグメント間の取引消去金額であります。

　　　２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

　１株当たり四半期純利益金額 10円78銭 13円03銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 92,881 112,227

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期
　　純利益金額(千円)

92,881 112,227

   普通株式の期中平均株式数(千株) 8,612 8,611
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　第77期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当については、平成27年11月５日開催の取締役会

において、平成27年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次の通り中間配当を行うことを決

議いたしました。

①配当金の総額　　　　　51,669千円

②１株当たりの金額　　　     ６円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成27年12月２日

 

EDINET提出書類

東洋電機株式会社(E02028)

四半期報告書

21/23



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月12日

東洋電機株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   渡   辺   眞   吾   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   　 都      成   哲   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東洋電機株式会

社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平成

27年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東洋電機株式会社及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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